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0. はじめに 
イタリア語とフランス語はともにロマンス諸語であり、どちらの言語にも受動を意味す
る形式が複数存在する。卒業論文では、これらの形式がイタリア語、フランス語それぞれ
でどのように使い分けられているのか、両言語の対照を通じて明らかにした。具体的には、
小説の伊仏対訳本から受動構文を抜き出し、いくつかの観点から対照を行った。本稿では
紙幅の都合上、イタリア語の小説から抜き出した essere+過去分詞形受動構文がフランス語
ではどのように訳されたかを扱う。なお、本文中のグロス、斜字、下線、例文番号、日本
語訳は、特に断りのない限り著者による。 
 
1. 花本(2009)、敦賀(2009) 
花本(2009)、敦賀(2009)は『語学研究所論集』(2009)に収められている論文である。両論
文は各言語における受動表現に関する特集のために寄稿された。花本(2009)はイタリア語の
受動表現について、敦賀(2009)はフランス語の受動表現について述べられている。まず各言
語の受動形式の概説を述べ、日本語による 10 ほどの例文からなるアンケートに、若干のア
レンジや省略を行いつつ作例している。 
イタリア語、フランス語の受動表現はどのようなものか確認するため、花本(2009)、敦賀
(2009)より各言語の受動表現の概説を引用する。 
【イタリア語】 
イタリア語における最も基本的な受動表現は、英語の be 動詞にあたる essere と過去分詞を組み合わ
せることによって作られる。また、essere の代わりに英語の come にあたる venire と過去分詞を組み合
わせて受動態の文を作ることも可能である。さらに、主語が 3 人称単数または 3 人称複数であれば、
能動態の動詞に「受身の si」と呼ばれる代名詞を加えることにより、受動態の文にすることもできる。 
(花本 2009: 153) 
【フランス語】 
フランス語の受動は基本的に「être1+他動詞の過去分詞」で作られ、動作主は前置詞「par+名詞」に
よって表される。また、能動態の間接目的は原則として受動態の主格にはならない。また、受動に近
いニュアンスは代名動詞構文「se+動詞(直訳：自身を / に ～する)」でも表されることがある。 
(敦賀 2009: 148) 
 以下に花本(2009)、敦賀(2009)に挙げられている用例を、両論文が掲載されている『語学
                                                        
1 英語の be 動詞にあたる。 
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研究所論集』14 号におけるアンケート調査の種類ごとに表 1 にまとめる。アンケートは日
本語であったが、これを基準にイタリア語とフランス語の受動表現の使い分けを確認する。
ただし、イタリア語とフランス語の受動形式が用いられる範囲は日本語のそれとは異なる。
そのため、受動形式ではなく単なる能動文、もしくは何らかの代替的機能を果たす表現が
用いられている場合もあることに注意されたい。 
 
表 1: 日本語から作例するイタリア語とフランス語の受動表現の使い分け 
種類 イタリア語 フランス語 
直接受身 essere+過去分詞  
venire+過去分詞 
être+過去分詞 
使役の代名動詞構文 
持ち主の受身(体の部分) essere+過去分詞 
能動文 
使役の代名動詞構文 
能動文 
持ち主の受身(持ち物) essere+過去分詞 
能動文 
使役の代名動詞構文 
能動文 
être+過去分詞 
自動詞からの間接受身 能動文+間接補語人称代名詞 能動文 
モノ主語受身(一回的) essere+過去分詞 être+過去分詞 
非人称受動 
モノ主語受身(恒常的、動作主が問
題にならない場合) 
受身の代名詞 si+3 人称単数形
で活用させた動詞 
能動文 
être+過去分詞 
代名動詞構文 
モノ主語受身(モノ主語の背後に
被影響者が想定される場合) 
essere+過去分詞 être+過去分詞 
モノ主語受身(結果状態の叙述) essere+過去分詞 
venire+過去分詞 
être+過去分詞 
代名動詞構文 
感情述語の受身(特に動作主のマ
ーカーに注目) 
essere+過去分詞 être+過去分詞 
 
伝達動詞の受身(特に動作主のマ
ーカーに注目) 
essere+過去分詞 
能動文 
使役の代名動詞構文 
非人称受動 
(花本(2009), 敦賀(2009)を基に著者作成) 
  
2. 先行研究のまとめと課題設定 
表 1 から、それぞれ最も基本的な、両言語の 2 つの構文、すなわちイタリア語の essere+
過去分詞形受動構文、フランス語の être+過去分詞形受動構文が広い意味範囲で用いられて
いることが確認できた。 
 特徴として注目すべきは、イタリア語、フランス語共に能動文を用いて受動的な表現が
可能であるとされているが、その使用頻度に差異が見られる点である。両言語にはそれぞ
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れ受動構文で表現可能な部分に能動文を持ちいることがあり、その際の条件が受動構文の
頻度における差異の一つであろう。しかし、花本(2009)、敦賀(2009)をまとめたこの分類か
らは両言語の受動構文の頻度を正確に把握することはできないと考える。 
イタリア語、フランス語それぞれの受動構文に関する先行研究は多く見られるが、両者
を直接対照した研究は管見の限り見当たらない。各言語の構文がそれぞれどのような頻度
で用いられているのかをより多くの例文を通じて分析する必要がある。 
  
3. 調査 
 2.の課題設定を基に、小説を用いた調査を行った。3.1.で調査方法を、3.2.で調査結果とそ
の考察を、3.3.で調査のまとめと課題を述べる。 
 
3.1. 調査方法 
小説を用い、本文中からイタリア語の受動構文を手作業で抜き出した。抜き出した構文
はイタリア語の文法書である坂本(1979)で受動構文として挙げられている中の、①essere+過
去分詞、②venire+過去分詞、③andare+過去分詞形受動構文の 3 種類である。 
過去分詞とその他の属詞との判断基準として、収録語数約 75,000 の池田(1999)『伊和中辞
典第 2 版』を用いた。辞書の中で、見出しに「過去分詞」という記載がある、もしくは動
詞の元の形が見出しに記載されているものを過去分詞の条件とした。 
抜き出した構文に対応する箇所を、同小説のフランス語翻訳版の中で確認した。調査に
用いた小説は、以下の通りである。イタリア語原作 2 冊とフランス語原作 2 冊、それぞれ
に対応するフランス語、イタリア語翻訳版の計 8 冊を使用した。方言が使用されておらず、
平易な文章で構成されているものを選んだ。以下に調査に用いた資料を示す。 
 
原作がイタリア語である小説 
Calvino, Italo(1951) Il visconte dimezzato, Milano: Arnoldo Mondadori Editore [全 91 ページ]【原作、イタリア語、
以下 CalvinoI】/ Calvino, Italo. Traduction de l’italien par Juliette Bertrand(1955) Le vicomte pourfendu, Paris: 
Gallimard [全 138 ページ]【フランス語翻訳版、以下 CalvinoF】(カルヴィーノ・イタロ『まっぷたつの子爵』) 
/ Tamaro, Sussana(1995) Va’ dove ti porta il cuore, Milano: Baldini&Castoldi [全 161 ページ]【原作、イタリア語、
以下 TamaroI】/ Tamaro, Sussana. Traduit de l’italien par Marguerite Pozzoli(1996) Va où ton cœur te porte, Paris: 
Pocket [全 228 ページ]【フランス語翻訳版、以下 TamaroF】(タマーロ・スザンナ『心のおもむくままに』) 
 
原作がフランス語である小説 
Giono, Jean(1988) L’homme qui plantait des arbres, 東京: 第三書房 [全 41 ページ]【原作、フランス語】/ Giono, 
Jean. Traduzione di Luigi Spagnol(1996) L’uomo che piantava gli arberi, Milano: Salani Editore [全 41 ページ]【イ
タリア語翻訳版】(ジオノ・ジャン『木を植えた男』) / Simenon, Georges(2003) L’affaire Saint-Fiacre, Paris: 
Presses de la Cité [全 187 ページ]【原作、フランス語】/ Simenon, Georges. Traduzione di Giorgio Pinotti(1996) Il 
caso Saint-Fiacre, Milano: Adelphi Edizioni [全 148 ページ]【イタリア語翻訳版】(シムノン・ジョルジュ『サ
ン・フィアクル殺人事件』) 
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3.2. 調査結果 
 イタリア語の小説内から得られた受動構文の数を表 2 にまとめる。 
 
表 2: イタリア語の小説内での受動構文の用例数 
 TamaroI CalvinoI GionoI SimenonI 計 
①essere+過去分詞 77 99 10 98 284 
②venire+過去分詞 11 7 0 5 23 
③andare+過去分詞 2 0 0 0 2 
計 90 106 10 103 309 
 
イタリア語の小説では、最も基本的な受動構文、①essere+過去分詞形受動構文が全体の
用例数の約91.9%を占めた。②venire+過去分詞形受動構文は計23例(約7.4%)確認できたが、
③andare+過去分詞形受動構文は全体でわずか 2 例(約 0.6%)しか現れなかった。イタリア語
において、essere+過去分詞形受動構文は使用される条件に制約が少なく、最も使用される
受動構文であることが伺える。 
 
3.2.1. イタリア語 essere+過去分詞形受動構文の内訳と考察 
イタリア語①essere+過去分詞形受動構文 284 例がフランス語ではどのように表現されて
いるかを確認した。その結果、être+過去分詞形受動構文が 213 例、不定代名詞 on が主語の
能動文が 20 例、代名動詞が使われている文が 7 例、被動作主が主語の能動文が 7 例、過去
分詞が単独で名詞を修飾している文が 2 例、使役の代名動詞文が 1 例、非人称受動文が 1
例、意訳文が 33 例であった。以下に用例数が多かったものを用例と共に示し、分析と考察
を行う。用例はイタリア語文、フランス語文の順に記載する。フランス語文には’(ダッシュ)
をつけてこれを明示する。抜き出した用例の前後を省略している場合があるが、特にはこ
れを示さない。 
 
3.2.1.1. être+過去分詞形受動構文 
être+過去分詞形受動構文は 213 例現れた。 
今回抜き出した essere+過去分詞の中には、過去分詞の形が既に形容詞として一般化して
おり、受動構文として意識して用いられていない例も多く含まれると考えられる。しかし、
主語と動作主補語の関係や、構文の意味内容にとらわれることがなく、最も使われる構文
であると考えられる。 
 
(1)  Era                stato                    lanciato                     fuori 
      be.IMPF.3.SG    be.PTCP.PST.M.SG    drop.PTCP.PST.M.SG       outside  
    「彼は投げ出された」                                                                                                   (TamaroI: 11) 
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(1’)  Il      avait                été                            jeté  
      he     have.IMPF.3.SG   be.PTCP.PST.M.SG        drop.PTCP.PST.M.SG  
   「彼は投げられた」                                                                                                      (TamaroF: 14) 
 
3.2.1.2. 不定代名詞 on が主語の能動文 
不定代名詞 on が主語の能動文は 20 例現れた。 
 
(2) il                           vecchio                      Ezechiele            spesso                     era    
   ART.DEF.M.SG          old.M.SG                       NAME                    often                         be.IMPF.3.SG  
  stato                                visto 
  be.PTCP.PST.M.SG               see.PTCP.PST.M.SG 
    「年老いたエゼキエルがよく見られた」                                                                  (CalvinoI: 70) 
 
(2’)  on        voyait               souvent     le                   vieil               Ézéchiel  
      PRN       see.IMPF.3.SG      often           ART.DEF.M.SG   old.M.SG            NAME 
    「(人々は)年老いたエゼキエルをよく見ていた」                                               (CalvinoF: 109) 
 
 イタリア語では受動構文になっているものの、フランス語では不定代名詞 on を主語に持
つ能動文の共通点は、動作主補語が「人々」となっていたことだった。イタリア語では動
作主補語を明示せずに問題なく受動構文を使うことができる。しかしフランス語では動作
主補語を明示せずに受動構文を用いるより、不定代名詞を主語とする能動文を用いる方が
自然だと捉えられている可能性が高い。 
 
3.2.1.3. 代名動詞が使われている文 
代名動詞が使われている文は 7 例現れた。 
 
(3) A              fianco            della                    sella            era                    agganciata… 
    at             side.M.SG           of+ART.DEF.F.SG    saddle.F.SG    be.IMPF.3.SG       hook.PTCP.PST.F.SG 
  「 鞍の側面に(剣と松葉杖)が掛けられていた」                                                       (CalvinoI: 26) 
 
(3’)           ...             s’          accrochaient       à         l’                              un 
RPRN     hook.IMPF.3.SG        at         ART.DEF.M.SG             one  
        
       des                        côtés               de                la                         selle. 
    of+ART.DEF.M.PL     side.M.PL         of                 ART.DEF.F.SG          saddle.F.SG 
   「(剣と松葉杖が)鞍の片側に掛けられていた」                                                     (CalvinoF: 43) 
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 イタリア語の辞書である池田(1999)で確認したところ、イタリア語の動詞 agganciare「掛
ける」は他動詞の意味のみ記載されていた。一方フランス語は、フランス語の辞書である
田村(1985)で確認したところ、動詞 accrocher「引っかかる」は自動詞、他動詞、代名動詞の
3 種類の意味が記載されていた。このためフランス語ではここで代名動詞が選択されたと考
えられる。この例のように、残りの用例中で用いられていた動詞にも他動詞以外の意味が
記載されていた。これらの例は、理由は不明ながら、動詞の複数の種類の中から代名動詞
という選択が成されたものだと考えられる。 
 
3.2.1.4. 被動作主が主語の能動文 
イタリア語での元の受動文の被動作主が、フランス語では能動文の主語になった文は 7
例現れた。 
 
(4) gli                    altri           ragazzi         erano             sempre            cercati  
    ART.DEF.M.PL     other           child.M.PL      be.IMPF.3.PL      always              look for.PTCP.PST.M.PL 
 
   dai                                        genitori, 
   by+ART.DEF.M.PL                  parents.M.PL 
   「他の子供たちはいつも両親に探されていた」                                                     (CalvinoI: 38) 
 
(4’) les                      parents                 chercher      les                 autres     enfants, 
    ART.DEF.M.PL          parent.M.PL             look for.INF    ART.DEF.M.PL   other        child.M.PL 
  「いつも両親が子供たちを探す」                                                                              (CalvinoF: 61) 
 
essere+過去分詞構文で現れたイタリア語文 7 例の主語と動作主補語の関係を確認する。 
 
表 3: 被動作主が主語の能動文 7 例の主語と動作主補語の関係 
主語 動作主補語 例数 
有生名詞 有生名詞 特定 2 2 
不特定  
有生名詞 無生名詞 特定 1 1 
不特定  
無生名詞 無生名詞 特定 1 1 
不特定  
無生名詞 有生名詞 特定 3 3 
不特定  
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主語は有生のものが 3 例、無生のものは 4 例だった。動作主補語は有生が 5 例、無生が 2
例だった。主語・動作主補語ともに有生・無生に関しては特に偏りと言える特徴は見られ
なかった。しかし、7 例すべての動作主補語が特定されていた。このことから、フランス語
文では、主語と動作主補語が明示されており、その動作主補語が特定されている場合、被
動作主が主語となる能動文が選択されやすいと指摘できる。 
 
3.2.1.5. 意訳文 
意訳文は 33 例現れた。表現が異なっていたり、文が省略されていたり、イタリア語文と
は明らかに異なる動詞を使っているなど、翻訳上の問題を持っていたものである。 
 
(5) Medardo  di           Terralba     era                    appiedato. 
    NAME        of           NAME          be.IMPF.3.SG      leave stranded.PTCP.PST.M.SG 
   「テッラルバのメダルドは(馬から)降ろされていた」                                          (CalvinoI: 10) 
 
(5’)  Médard   de          Terralba          restait                         sans              monture. 
      NAME       of            NAME              remain.IMPF.3.SG        without         mount.F.SG 
   「テッラルバのメダルドは乗り物(馬)なしでいた」                                             (CalvinoF: 21) 
 
 上記の用例以外にも、構文自体は様々な変化をしているものの、ほぼ同じ意味の文とし
て解釈可能なものが多く見られた。(5)は登場人物が馬から振り落とされたシーンだが、フ
ランス語では意訳し、能動文にしている。状況的には受動構文を用いても差し支えないよ
うに感じられるが、能動文が用いられているのは、やはりフランス語が能動文を好む傾向
があると言えよう。 
上記の用例以外も併せて考察したところ、イタリア語では主語、動作主補語ともに有生・
無生にとらわれることなく受動構文を用いることができるようである。しかしフランス語
では、無生のものは主語になりにくく、有生のものを主語に立てて能動文で表現したり、
文章を構成し直している用例が多かった。 
 
3.3. 調査のまとめと課題 
 今回の調査において、イタリア語とフランス語の受動構文の使われる頻度を確認した。
基本的な構文に関してはほぼ共通していると考えられるが、フランス語の方が能動文を好
む傾向がある用例が多く見受けられ、特徴の一つとして挙げることができる。さらに、主
語と動作主補語が特定されているか、されていないかによって、受動構文が使い分けられ
る可能性も指摘できた。 
今回の調査では、考察の観点が主に主語と動作主補語の関係、意味からの推測の 2 点に
絞られてしまった。そのため、使い分けの特徴までは明確にすることができなかった。小
説での調査のみには限界を感じた面もあり、今後はインフォーマント調査などを行って考
察を重ねていきたい。 
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略号一覧 
3: third person / ART: article / DEF: definite / F: feminine / IMPF: imperfect / INF: infinitive / M: masculine / NAME: name / 
PL: plural / PRN: pronoun / PST: past / PTCP: participle / RPRN: reflexive pronoun / SG: singular / +: fusion 
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